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５月26日（土）第９会場　午後1:00～2:00

シルバーj＼ ウジングの計画とその実施内容の検討

　　　　　　　　　　その1 .ハード面から見た場合

兵庫教育大－　○青野香織　田中せつ子　菊渾康子
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祉施策の連携のもとに、高齢者

ができる物的条件と共に、緊急

推進する目的で、昭和62年度か

１月現在、数か所で入居が始ま

目されているが、そのハード・

階にあり、多くの課題が残され

・ソフト両面の現状と問題点を

の条件を明らかにすることを目

住者の満足について報告する。

実施した７か所の地方自治体で

入居が開始されている自治体に

に入居者に対する聞き取り調査

の比較的便利な場所で考えられているが、一般住宅と

のみを考えている所がある。住宅プランは高齢者の生

浴槽などが共通して考慮されている。しかし、設備面

設置することに困難がある、電話や冷暖房設備などは

面積は3 2㎡から　66 . 78㎡と計画によって差が大きい。

シルバーハウジングの計画とその実施内容の検討

　　　　　　　　　　　その2 .ソフト面から見た場合
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題点を居住者の

とした。各地で

ポートアドバイ

異なっている。

き住宅自身の独

、本報では、ソ

いて検討する。

一に看護婦などの資格を要求している自治体は１か所だ

もある。拘束時間が文章化されている所は１か所、不在

、住宅内常駐ということで24時間対応せざるをえないに

場合もある。業務内容として、日誌や相談記録などをつ

いる所は１か所で、他の所では業務内容がはっきりして

居住者のケアヘのニーズも少ないが、今後のニーズの変

から考えておく必要があると同時に、それを踏まえたラ

必要である。シルバーハウジング事業としては、考えら

できるものから行なっている所は１か所で、シルバーハ

いくかなどの将来の見通しがある所は２か所しかない。


